防災啓発ビデオ「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう！」
第３学年　学級活動　の　授業で　ぜひ　ご活用ください！
【資料】
気象庁/気象業務案内/刊行物・レポート/防災啓発ビデオ「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう！」
【これはあぶない！被害編】
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/cb_saigai_dvd/higaihen.html
【これなら安全！解説編】
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/cb_saigai_dvd/kaisetsuhen.html
【補足】
文部科学省の通達より
　平成23年6月15日　　文部科学省　スポーツ健康局
２ 落雷事故の防止について
これまでも、校舎外での学校行事実施中などの学校の管理下における落雷事故が発生している状況にあることから、以下の点に留意し、落雷事故防止のための適切な措置を講ずるようお願いいたします。
⑴ 屋外での体育活動をはじめとする教育活動においては、指導者は、落雷の危険性を認識し、事前に天気予報を確認するとともに、天候の急変などの場合には躊躇することなく計画の変更・中止等の適切な措置を講ずること。
⑵ 落雷に対する安全対策に関する科学的知見（日本大気電気学会編「雷から身を守るには－安全対策Ｑ＆Ａ－改訂版」（平成１３年５月１日発行））によれば、厚い黒雲が頭上に広がったら、雷雲の接近を意識する必要があること。雷鳴はかすかでも危険信号であり、雷鳴が聞こえるときは、落雷を受ける危険性があるため、すぐに安全な場所（鉄筋コンクリートの建物、自動車、バス、列車などの内部）に避難する必要があること。また、人体は同じ高さの金属像と同様に落雷を誘因するものであり、たとえ身体に付けた金属を外したり、ゴム長靴やレインコート等の絶縁物を身に着けていても、落雷を阻止する効果はないこと。
とあります。
動画DVD　と　参考文献は、どちらも、職員室西側の、防災教育の図書コーナーにあります。
